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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウイルス感染を予防または治療するための使用のための、ホスファチジルセリンとＴＩ
Ｍレセプターとの間の相互作用の阻害剤であって、
　（ｉ）ＴＩＭレセプター阻害剤、および／または
　（ｉｉｉ）ホスファチジルセリン結合タンパク質
である阻害剤。
【請求項２】
　ＴＩＭレセプターが、ＴＩＭ－１、ＴＩＭ－３またはＴＩＭ－４である、請求項１（ｉ
）記載の使用のための阻害剤。
【請求項３】
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　ＴＩＭレセプター阻害剤が、抗ＴＩＭレセプター抗体、アンチセンス核酸、模倣体また
は変異型ＴＩＭレセプターである、請求項１または２記載の使用のための阻害剤。
【請求項４】
　ホスファチジルセリン結合タンパク質が、抗ホスファチジルセリン抗体またはアネキシ
ン５である、請求項１または２記載の使用のための阻害剤。
【請求項５】
　ＴＩＭレセプター阻害剤が、配列番号１、２、３、または４の配列のｓｉＲＮＡである
、請求項３記載の使用のための阻害剤。
【請求項６】
　ウイルスがホスファチジルセリン保有ウイルスである、請求項１記載の使用のための阻
害剤。
【請求項７】
　ホスファチジルセリン保有ウイルスが、アルファウイルスまたはフラビウイルスである
、請求項１～６のいずれか一項記載の使用のための阻害剤。
【請求項８】
　アルファウイルスがチクングニヤウイルスである、請求項７記載の使用のための阻害剤
。
【請求項９】
　フラビウイルスが、ウエストナイルウイルス、黄熱ウイルスまたはデング熱ウイルスで
ある、請求項７記載の使用のための阻害剤。
【請求項１０】
　前記阻害剤が、少なくとも１種の他の抗ウイルス化合物と組み合わせて連続的または同
時のいずれかで投与するための、請求項１～９のいずれか一項記載の使用のための阻害剤
。
【請求項１１】
　他の抗ウイルス化合物が、ホスファチジルセリンとＴＡＭレセプターとの相互作用の阻
害剤である、請求項１０記載の使用のための阻害剤。
【請求項１２】
　ホスファチジルセリンとＴＡＭレセプターとの相互作用の阻害剤が、
　（ｉ）ＴＡＭレセプター阻害剤、および／または
　（ｉｉ）Ｇａｓ６阻害剤
である、請求項１１記載の使用のための阻害剤。
【請求項１３】
　前記阻害剤が、薬学的に許容されうる組成物に製剤化される、請求項１～１２のいずれ
か一項記載の使用のための阻害剤。
【請求項１４】
　請求項１～９のいずれか一項記載の阻害剤および追加的に少なくとも１種の他の抗ウイ
ルス化合物を含む薬学的組成物。
【請求項１５】
　少なくとも１種の他の抗ウイルス化合物が、ホスファチジルセリンとＴＡＭレセプター
との相互作用の阻害剤である、請求項１４記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
　ホスファチジルセリンとＴＡＭレセプターとの相互作用の阻害剤が、
　（ｉ）ＴＡＭレセプター阻害剤、および／または
　（ｉｉ）Ｇａｓ６阻害剤
である、請求項１５記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
　細胞内へのホスファチジルセリン保有ウイルス、特にフラビウイルスの侵入を阻害する
in vitro方法における、請求項１～９のいずれか一項記載の阻害剤の使用。
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